
平成30年度から、国民健康保険税の税額税率等を改定します
“姉妹都市交流協議会”会員･協賛企業を募集します！
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【問い合わせ】住民課保険年金担当（☎282-1711 内線1131）

特定健診を受けられる医療機関が増えました！
国保加入者の方へ

　特定健康診査（特定健診）は、生活習慣病の予防を目的とした健診で、「医療機関で治療中の方も対象」と国で
定められています。受診率が国の目標値（60％）より低いと、後期高齢者支援金が加算されるため、保険税の
引き上げにつながる可能性があります。平成30年度から、東海村および那珂市以外の県内指定医療機関でも
特定健診を受診することができるようになり、より受診しやすくなりました。この機会にぜひ特定健診を受け
ましょう。詳細は、茨城県医師会または村公式ホームページをご覧ください。※健診の結果、生活習慣や食生
活の改善が必要となった場合は、保健師や管理栄養士がサポートします。

対象▼東海村国民健康保険に加入している40 ～ 74歳の方
（対象の方には４月下旬に受診券（ピンク色）を郵送します）

期間▼平成30年５月１日（火）～平成31年１月31日（木）
費用▼無料（8,600円相当）

40代 の皆さんへ
　疲れがなかなか取れなかったり、おなか周りが
気になってきたりしていませんか。特定健診は40
歳から受診できます。毎年健診を受けて健康状態
をチェックしましょう。

50代 の皆さんへ
　身体を動かした後に息切れがしたり、体型が変
わってきたなとしみじみ思うことはありませんか。
いきいきとした毎日を過ごすためにも、特定健診
を受けて自分の身体を知ることが大切です。

60代 の皆さんへ
　仕事を退職するなどして生活のリズムが変わると、身
体の変化も起こりやすくなります。東海村の健康寿命※

は男性65.5歳、女性66.9歳です。健康でいられる期間を
延ばすために今まで以上に自分の身体に目を向けてみま
せんか。

70代 の皆さんへ
　肩や膝、腰の痛みなどで病院に行く機会が
増えていませんか。特定健診は医療機関に定
期的に通院している方も対象ですので、毎年
健診を受けて、自分の身体のケアに役立てま
しょう。

健康な身体と生活の
ために、特定健診を
受けましょう！

働 き 盛 り だ か ら こ そ、
健康第一！

生活習慣を見直して、
健康を維持！

今まで以上に
自分の身体を大切に！

より豊かに、より健康に
過ごすために！

※健康上の理由で日常生活が制限されない期間。
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【表１】 国保税額等改定内容
平成30年度
（改定後）

平成28･29年度
（改定前） 引上値 【参考】東海村の平成30年度標準

保険料率※1（一般被保険者分）

医療保険分
所得割 ７.80％ ６.70％ １.10％ ８.70％
均等割 ２万2,000円 １万9,800円 2,200円 ２万4,829円
平等割 ２万3,000円 ２万800円 2,200円 ２万6,163円

後期高齢者
支援金分

所得割 ２.30％ １.85％ ０.45％ ２.58％
均等割 6,500円 5,500円 1,000円 7,639円
平等割 6,500円 5,500円 1,000円 7,662円

介護保険分 所得割 ２.00％ １.65％ ０.35％ ２.06％
均等割 １万3,500円 １万1,600円 1,900円 １万4,410円

東
海
村
国
保
の
状
況

（
改
定
の
背
景
）

国
民
皆
保
険
を
維
持
す
る
た
め
に

「
国
保
の
県
域
化
」

●
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

※１　標準保険料率…各市町村のあるべき保険料水準の「見える化」を図るため、県内市町村統一の算定基準に基づき保険料で集めるべき相当額
（必要保険料総額）を算定し、保険料率に換算したもの。固有名詞のため、国保税方式の市町村においても、税率とは言い換えずにそのまま使用。
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あ
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１ 北茨城市 36万7,954円
２ 河内町 34万7,387円
３ 五霞町 34万5,617円
４ 高萩市 34万4,247円
５ かすみがうら市 33万7,685円
６ 常陸太田市 33万5,352円
７ 日立市 33万4,696円
８ 東海村 33万4,458円
９ 大子町 33万3,895円
10 利根町 33万1,496円
11 稲敷市 32万9,706円
12 筑西市 32万7,689円
13 那珂市 32万7,233円
14 鹿嶋市 32万7,224円
15 常陸大宮市 32万6,545円
16 つくばみらい市 32万4,275円
17 阿見町 32万845円
18 牛久市 32万419円
19 美浦村 31万7,160円
20 土浦市 31万6,724円
21 潮来市 31万6,650円
22 茨城町 31万6,611円
23 ひたちなか市 31万5,258円
24 桜川市 31万5,055円
25 取手市 31万2,721円
26 大洗町 31万303円
27 古河市 30万9,316円
28 常総市 30万7,250円
29 笠間市 30万6,798円
30 城里町 30万5,531円
31 石岡市 30万4,743円
32 下妻市 30万3,292円
33 守谷市 29万9,666円
34 行方市 29万8,126円
35 つくば市 29万7,801円
36 水戸市 29万6,927円
37 小美玉市 29万5,564円
38 坂東市 29万5,425円
39 龍ケ崎市 29万4,134円
40 結城市 28万9,463円
41 境町 28万1,513円
42 神栖市 27万9,734円
43 八千代町 26万9,808円
44 鉾田市 25万6,822円

市町村平均額 31万314円

【表２】 県内市町村における
１人当たり医療費

（平成28年度速報値）

具体例で比較する国保税額（税額改定前後）

夫
給与所得 283万円
所得※２ 250万円

妻
専業主婦 収入なし
所得※２ ０円

前
年
中
の
所
得 月額 5,617円の増

例１．40代の夫婦と子ども２人の４人世帯 （軽減対象外世帯）

内 訳 平成30年度
（改定後）

平成28年度
（改定前）

医療分 30万6,000円 26万7,500円
支援分 ９万円 ７万3,700円
介護分 ７万7,000円 ６万4,400円
合 計 47万3,000円 40万5,600円

年
税
額

夫
年金所得 83万円
所得※２ 50万円

妻
年金所得 ０円
所得※２ ０円

前
年
中
の
所
得

例２．70代の夫婦２人の世帯 （５割軽減※３世帯）

月額 1,042円の増

内 訳 平成30年度
（改定後）

平成28年度
（改定前）

医療分 ７万2,500円 ６万3,700円
支援分 ２万1,200円 １万7,500円
介護分 0円 0円
合 計 ９万3,700円 ８万1,200円

年
税
額

※２　旧ただし書き所得…前年の総所得金額と山林所得、株式の配当所得、土地･建物等の
譲渡所得金額などの合計から基礎控除（33万円）を除いた額

※３　均等割･平等割

　

平
成
30
年
度
の
国
保
税
の
納
付

は
、
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
詳

細
は
、
そ
の
時
期
に
あ
ら
た
め
て

「
広
報
と
う
か
い
」で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（データ提供：茨城県）

【図１】 東海村国保 被保険者数と１人当たり医療費の推移
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新しい発見、したくない？

“姉妹都市交流協議会”会員･協賛企業を募集します！
　「興味はあるけど…英語は苦手だし…交流なんて…」と思ってい
ませんか。姉妹都市交流協議会では、村の国際親善姉妹都市であ
る米国･アイダホフォールズ市と、さまざまな形で交流できる機会
を設けています。姉妹都市の皆さんと接する中で、アメリカの文
化や習慣を知ることはもちろん、あらためて日本の良いところを
学んだり、語学に対する学習意欲を高めることができたりと、新
しい発見があること間違いなしです。
※詳細は、姉妹都市交流協議会ホームページまたはフェイスブッ

ク（「東海村姉妹都市交流協議会」で検索）をご覧ください。

【申し込み･問い合わせ】東海村姉妹都市交流協議会事務局（秘書広報課内 ☎282-1711 内線1301）

会費
▼個人会員…2,000円／年
（高 校 生 以 下 …1,000円
／年）

▼団体会員…10,000円／年

協賛金▼一口10,000円
【協賛企業になると…】
▼協議会ホームページに協賛企業のバナーを表示できます。
▼受け入れスケジュールの作成時など、優先的にお声掛けします。
▼企業のイメージアップに！（CSRの向上）

  協賛企業になりたい方へ    会員になりたい方へ  

訪問団受け入れ時の行事企

画･運営等でじっくり活動する

もよし、 当日のイベント参加の

みで交流するもよし、 さまざま

な活動･関わり方ができるよ！

▼協議会
　フェイスブック

▼協議会
　ホームページ

　協議会には中学生から大学生までの方等を中心とする「ユースグループ」があり、月１回程度、アイダホ
フォールズ市の学生グループと交流活動をしています。皆さんもアメリカの友達と交流してみませんか。

  姉妹都市交流活動「ユースグループ」のメンバー募集中！

【どんな活動をしているの？】
▼学生訪問団受け入れ時（偶数年）の行事企画･運営補助
　→現在は、平成30年夏の学生訪問団受け入れに向けて、準

　備を進めています。
▼日本の文化を体験してアイダホの学生に伝える活動（季

節行事やそば打ちなど）
▼アメリカの文化を体験する活動（ハロウィーンやクリス

マスイベントなど）
▼スカイプを通じて日本語や英語を教え合う活動など

アイダホの学生た
ち と ス カ イ プ（平
成29年度活動）

学生訪問団受け
入れ時の様子（平
成28年度）

中学生
～大学生

対象！

一般訪問団受け入れ時の様子（写真左：日本料理教室、写真
中央：水墨画体験、写真右：しめ縄づくり／平成29年度）
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　村の国際親善姉妹都市･米国アイダホフォール
ズ市から学生訪問団（14 ～ 18歳、男子12人、女
子3人）が来村します。東海村姉妹都市交流協議
会では、来村する学生を受け入れるホストファミ
リーを募集します。
受け入れ期間▼７月26日（木）～８月６日（月）
対象等▼協議会会員もしくは、村内または近隣

市の家庭で▽必要な諸経費（食事等を含む）を
負担できる▽原則として、村内各会場（姉妹都
市交流会館等）までの送迎が可能｜｜を満たす
世帯（15世帯）※応募者多数の場合は選考とな
ります。

その他▼▽訪問団は月～金曜日の日中、協議会主催

の行事に参加します。▽行事の内容により、ホス
トファミリーの参加も可能です。▽土･日曜日は
ファミリーデーとなりますので、学生と家庭でお
過ごしください。

申し込み▼所定の申込書に必要事項を記入の上、５
月14日（月）までに、秘書広報課または姉妹都市
交流会館へ申し込みください。※申込書は協議会
ホームページからもダウンロードできます。

問い合わせ▼ 東 海 村 姉 妹 都 市 交 流 協 議 会 事 務
局（秘 書 広 報 課 内 ☎282-1711 内 線1301 
hishokouhou@vill.tokai.ibaraki.jp）、姉妹都市
交流会館（☎282-0535 tokai-sch@net1.jway.
ne.jp

2018年夏、とびきりの思い出を作ろう

アイダホフォールズ市学生訪問団のホストファミリーを募集します！

職 種 雇用要件 勤務時間

保育所保育士 保育士資格を有する方
①常勤の場合
　午前７時20分～午後７時５分のう
ち７時間45分（シフト制）
②短時間勤務の場合
　午前７時20分～午後５時のうち
５時間30分 ※勤務時間は相談に応
じます。

認定こども園保育教諭
幼稚園教諭免許と保育士資格、両方を有
する方

職種等▼下表参照
業務内容▼保育業務
雇用期間▼６か月間（更新の可能性あり） ※勤務開

始日は相談に応じます。
勤務場所▼村内の公立保育所･認定こども園
募集人員▼①常勤…３人程度 ②短時間勤務…３人程度
賃金▼①…時給1,130円～ 1,170円（クラス担任の

場合は100円割り増し） ②…時給920円
選考方法▼面接試験 ※面接日は、後日連絡します。
その他▼▽社会保険と雇用保険に加入、交通費相当

額支給（通勤距離２キロメートル以上）▽原則とし
て週５日勤務

申し込み･問い合わせ▼履歴書（市販のもの可、顔

写真貼付）に必要事項を記入の上、雇用要件を証
明できるものの写し（資格･免許を申請中または
取得見込みの方は、その旨を証明する書類）を添
えて、持参または郵送で、子育て支援課認定･給
付担当（〒319-1192 東海３-７-１ 役場行政棟４
階 ☎282-1711 内線
1184）へ申し込みく
ださい。※履歴書は
子育て支援課に備え
付けているほか、村
公式ホームページか
らもダウンロードで
きます。

子どもたちの笑顔に囲まれて、楽しく働いてみませんか

臨時職員（保育士･保育教諭）募集！
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◎
平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
額
は
、

１
万
６
３
４
０
円
／
月
で
す
。

　

役
場
お
よ
び
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

のですが、経済力がないために決心がつきま
せん。」

【相談事例３】 夫に殴られ、私は不眠に、子ども
は精神的に不安定に

　「夫は私に物を投げつける等の暴力を振るい
ます。時間がたつと、二度と暴力は振るわない
と約束しますが、再び暴力を振るいます。子ど
もはこの状況を見ているためか、精神的に不安
定です。離婚を口にすると暴力を振るわれま
す。私はストレスのため、不眠になってしまい
ました。」
　

　「配偶者からの暴力」「夫婦･親子･嫁姑など親
族間の対人関係」「近所･職場などの対人関係」

「結婚･離婚･異性間のこと」など、“身近な人に
は言えない悩み”はありませんか。
　村民相談室では、日常生活の中にある、さま
ざまな悩みや不安についての相談を受け付けて
います。女性相談員があなたの悩みや問題を
じっくりとお聞きし、問題整理のお手伝いをし
ますので、お気軽にご相談ください。

【相談事例１】 仕事ばかりで、家庭を顧みない夫
　「夫は仕事のことばかりで、子育てに関心を
示さず、私は家事･育児に追われています。夫は、
自分の趣味にお金を使い、わずかな生活費しか
もらえません。夫とは話し合いができず、将来
に不安を抱えています。」

【相談事例２】 多額の借金があり、酒を飲むと暴
言を吐く夫

　「夫は賭け事が好きで多額の借金があり、家
で酒を飲むと私に暴言を吐きます。離婚したい

国
民
年
金

だ

よ

り

特
例
制
度
の
利
用
と

免
除
申
請
に
つ
い
て

■
退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度

　

厚
生
年
金･

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
20
歳
以
上
60
歳

未
満
で
退
職（
失
業
）す
る
と
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に

な
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
特
例
免
除
申
請
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶

者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
さ
れ
た
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
の
保
険
料
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
学
生
納
付
特
例
制
度
）。

　

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、有
効
期
限
の
記
載
の
あ
る
学
生
証（
写

し
）、
ま
た
は
在
学
証
明
書(

原
本)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
過
去
の
分
の
免
除
申
請

　

申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
戸
北
年
金
事
務
所（
☎
231
局
２
２
８
３
）、
住
民
課
保
険
年
金

担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

ご相談は

村民相談室（☎287-0863）へ！
相談日▼月･水･金曜日（祝日を除く）
時 間 ▼午前９時～午後４時（予約可）
その他▼▽匿名での相談が可能です。▽秘密

は厳守されます。

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー 女性相談員による「電話･面接相談」を行っています。

お気軽にお問い合わせください！

【問い合わせ】村民相談室（☎287-0863）
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村立東海病院です
こんにちは！

安心してマンモグラフィ検査を受けていただくために

【問い合わせ】村立東海病院（☎282-2188）、福祉総務課地域医療担当（☎287-0848）

定期的に検診を受けましょう
　初期の乳がんは自覚症状が少なく、進行とともにしこり
や痛みなどの症状が出てきます。しかし、早期に発見さ
れ治療を行えば、ほぼ治る病気といわれています。検査
に痛みを伴うため、怖いと感じるかもしれませんが、定期
的に乳がん検診を受けることが早期発見につながります。

　当院では、検診を受ける方の検査への抵抗感を
少しでも減らすべく、原則、女性技師が検査を担
当しています。また、検診でなくても、セルフチェッ
クなどで何か気になることがありましたら、お気
軽にご相談ください。

　私たち診療放射線技師は、 検診を受ける皆さまの検査に対する不安に

寄り添い、 「質の高いマンモグラフィ写真」を撮影することで、 乳がんの早

期発見に貢献したいと考えています。

村立東海病院 放射線室 検診マンモグラフィ撮影認定診療放射線技師　長谷川 淳美

「マンモグラフィ」とは
　乳房はそのまま撮影すると、乳腺や脂肪に腫瘍
が隠れてしまうため、検査では、乳房を圧迫し、
薄く伸ばした状態で撮影します。強い力で圧迫す
るため、多少の痛みを伴う検査ではありますが、
乳房を薄くすることで被ばく量を減らし、より鮮
明に写真を撮ることができます。

　マンモグラフィとは、乳房専用
のＸ線検査です。乳がんの初期
症状の１つである、小さな石灰化
を描出することができるため、乳
がんの早期発見に有効であると
いわれています。

「質の高いマンモグラフィ写真」のために
　乳がんの早期発見のためには、検査を受ける方の体
格や乳房の解剖、生理的な特徴を十分に把握し、かつ、
精度管理の行われたマンモグラフィ装置を使用して、適
切に撮影された「質の高いマンモグラフィ写真」が必要で
す。そのため、乳がん検診とマンモグラフィ、乳房超音
波に関する９学会から構成される「日本乳がん検診精度
管理中央機構」は、それを維持するための教育研修を目
的に講習会を開催し、非常に厳しい評価と認定試験を
行っています。
　診療放射線技師が受けるこの試験では、マンモグラフィ
の基礎、撮影技術、品質管理、撮影機器の筆記試験およ
び読影試験を行い、一定の基準に従い評価された技師に

「検診マンモグラフィ撮影認定診療放射線技師」の認定が

与えられます。また、認定には資格更新制度があり、
最低でも５年に１回は、講習会および試験を受け
ることが義務付けられています。更新試験では、
自分で撮影した写真を持参して講師の先生に講評
してもらうため、今までの撮影法を見直しながら
スキルアップを図れる良い機会となっています。
　このように私たち診療放射線技師は、マンモグ
ラフィの効果を十分に
発揮するための技術と
知識を習得し、皆さま
に安心して検診を受け
ていただけるよう認定
を取得しています。
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暮
ら
し

お知らせ ･ ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●５月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後 1時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号
３日（木）茨城東病院 282-1151
４日（金）茨城東病院 282-1151
５日（土）茨城東病院 282-1151
６日（日）村立東海病院 282-2188
13日（日）村立東海病院 282-2188
20日（日）東海クリニック 283-1711
27日（日）武藤小児クリニック 282-7722
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応
茨城県救急医療情報コントロールセンター

（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼月曜日～金曜日…
午後６時30分～翌日午前８時▼日曜日、祝日、
12月29日～１月３日…午前８時～翌日午前８時
プッシュ回線の固定電話、携帯電話から

（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

問合せ ＳＣスマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内 ☎283-1001）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）
期日 場所
10日（木）総合福祉センター「絆」
12日（土）総合福祉センター「絆」
17日（木）総合福祉センター「絆」
19日（土）総合福祉センター「絆」
24日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～ 11時
対象 村内在住で30歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●５月の健康体操参加者募集●

●５月の住まいに関する相談●
場　所 都市整備課（役場行政棟２階）
問合せ 都市整備課（内線1247、1248）

相談日 時間 相談内容

17日（木）10:00 ～ 16:00 新築、リフォーム、耐
震診断等

●３月の村内交通事故発生状況●
発生件数 死者数 負傷者数

件数 12 ０ 13
累計

（１月から） 29 ０ 38

前年比 ＋３ ０ ＋３

●防災行政無線放送を電話で聞くには●
無料テレホンサービス（☎ 0120-42-4848）

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
か
ら
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
パ
ソ
コ
ン
を
村
で
回
収
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
村
で
は
回
収
を
行
わ
ず
、

「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」に
基
づ
き
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
回
収･

リ
サ
イ
ク
ル
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
に
施
行

さ
れ
た「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」に

お
い
て
、
資
源
性
と
分
別
の
し
や
す
さ
か

ら
特
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
べ
き
品
目
で
あ
る

「
特
定
対
象
品
目
」に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
村
で
も
新
た
に
パ
ソ
コ
ン
の
回
収

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
回
収
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接

の
持
ち
込
み
ま
た
は
小
型
家
電
ボ
ッ
ク
ス
へ

ご
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
の
処
分
方
法

が
変
わ
り
ま
す

の
投
入
の
い
ず
れ
か

と
な
り
ま
す
。
集
積
所

へ
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
パ
ソ
コ
ン
の
処
分
方
法（
４
月
１
日
か
ら)

】

　

▽
東
海
村
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

搬
入
す
る 

▽
役
場･

村
内
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー･

イ
オ
ン
東
海
店（
３

階
）に
設
置
さ
れ
て
い
る
小
型
家
電
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
す
る 

※
ボ
ッ
ク
ス
の

投
入
口
に
入
ら
な
い
サ
イ
ズ
の
も
の
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
持
ち
込
み
く

だ
さ
い
。

【
対
象
機
器
】

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
▽
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
本
体 
▽
デ
ィ
ス
プ
レ
イ（
ブ
ラ
ウ
ン
管

式
ま
た
は
液
晶
式
）▽
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
パ
ソ

コ
ン

そ
の
他
▼
排
出
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
お
よ
び

そ
の
他
小
型
家
電
は
、
村
の
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
搬
入
さ
れ
た
後
、
認
定
の

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
引
き
渡
さ
れ
ま

す
。
デ
ー
タ
等
に
つ
い
て
は
、
個
人

の
責
任
に
お
い
て
消
去
を
お
願
い
し

ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
７
２
８
９ 

282

局
０
７
６
３)

【
放
火
火
災
の
怖
さ
を
忘
れ
ず
に
！
】

　

全
国
の
火
災
統
計
に
よ
る
と
火
災
原
因
の

第
１
位
が「
放
火
火
災
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
記
録
は
、20
年
間
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
村
内
に
お
い
て
も「
放
火
火
災
」が
原

因
の
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

放
火
火
災
は
、
深
夜
帯
に
多
く
発
生
し

て
お
り
、
人
目
に
付
か
な
い
場
所
か
ら
発

生
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
被
害
が

拡
大
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま

「
工
業
統
計
調
査
」を
実
施
し
ま
す

　「
工
業
統
計
調
査
」（
６

月
１
日
現
在
で
実
施
）は
、

国
の
製
造
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

重
要
な
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
５
月
中
旬

か
ら
６
月
下
旬
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
住
所
等
を
確
認
し
た
後
に
、
該
当

す
る
事
業
所
に
は
調
査
票
の
配
布
と
回
収

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

総
務
課
統
計･

Ｉ
Ｔ
管
理
担
当（
内
線

１
３
１
６
）
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た
、
就
寝
に
よ
り
火
災
に
気
付
く
の
が
遅

れ
、
死
傷
者
が
生
じ
る
恐
れ
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
も
、
放
火
火

災
の
怖
さ
を
心
に
留
め
、
放
火
さ
せ
な
い
環

境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
放
火
を
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
】

【

】

　

ひ
た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課（
☎
271
局
０
７
３
５
）

▽
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日
の
朝
に

出
し
、
夜
間
は
外
に
放
置
し
な
い
。

▽
家
の
周
り
や
共
同
住
宅
の
階
段
、

通
路
等
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
。

▽
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
は
防
炎
製

品
の
カ
バ
ー
を
つ
け
る
。

▽
物
置
や
車
庫
の
施
錠
を
す
る
。

▽
郵
便
箱
に
郵
便
物
を
た
め
て
お
か

な
い
。

▽
人
目
に
付
き
に
く
い
場
所
に
は
、
セ

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
設
置
す
る
な
ど
し
、

侵
入
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
る
。

▽
地
域
ぐ
る
み
で
放
火
防
止
に
取
り

組
む
。

診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
▼
▽
乳
が
ん
検
診
…
30
歳
以
上
の
女

性
▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
20
歳
以
上
の

女
性

実
施
期
間
▼
５
月
１
日(

火)

～
平
成
31
年

１
月
31
日(

木
）

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
、
村
の

指
定
す
る
医
療
機
関
と
な
り
ま
す
。
転
入

等
に
よ
り
施
設
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

【
①
定
期
予
防
接
種
】

場
所
▼
県
内
の
協
力
医
療
機
関

対
象
▼
過
去
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
く
、
今
年
度

65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
、90
歳
、

95
歳
、
100
歳
に
な
る
方 
※
１
度
で
も
接

種
歴
の
あ
る
方
は
、
５
年
の
間
隔
を
空

け
て
任
意
予
防
接
種
と
し
て
受
け
て
く

だ
さ
い
。

助
成
額
▼
接
種
費
用
の
２
分
の
１（
助
成

後
の
自
己
負
担
額
は
上
限
４
０
０
０
円

／
人
）

65
歳･

70
歳
に
な
っ
た
方
は
、
す
で
に
予

診
票
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
75
歳

以
上
の
方
に
は
案
内

文
を
郵
送
し
て
い
ま

す
の
で
、
接
種
を
希

望
す
る
方
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
23
価
）の

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

み
く
だ
さ
い
。

【
②
任
意
予
防
接
種
】

場
所
▼
村
内
の
指
定
医
療
機
関

対
象
▼
村
内
在
住
で
▽
接
種
日
当
日
70
歳
以

上
▽
５
年
以
内
に
接
種
歴
が
な
い
―
―
を

満
た
す
方

接
種
費
用
▼
自
己
負
担
額
４
０
０
０
円
／
人

事
前
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す（
代
理
申
請
可
）。
申
請
書
に

記
入
後
、
予
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

【
①･

②
共
通
】

期
間
▼
平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）ま
で

そ
の
他
▼
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
全

額
助
成（
無
料
）と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【

】

　

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

　
平
成
30
年
度
中
に
接
種
す
る
予
防
接
種
の

予
診
票
等
を
、
対
象
の
方
へ
郵
送
し
ま
し
た

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種（
第

２
期
）】

　

流
行
時
期
は
初
春
か
ら
初
夏
と
い
わ
れ
ま

す
の
で
、
６
月
末
ご
ろ
ま
で
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
▼
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方（
年
長
児
）

【
②
２
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア･

破
傷
風
）２
期

予
防
接
種
】

　

乳
幼
児
期
に
３
種
混
合（
百
日
咳ぜ

き･

ジ
フ
テ

リ
ア･

破
傷
風
）予
防
接
種
を
受
け
、
基
礎
免

疫
の
あ
る
方
が
、
低
下
し
て
き
た
免
疫
を
長

予
防
接
種
の
予
診
票･

案
内
文
を

郵
送
し
ま
し
た

期
に
保
つ
た
め
の
追
加
接

種
で
す
。

対
象
▼
平
成
18
年
４
月
２

日
～
平
成
19
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方（
小
学
６
年
生
）

【
③
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
接
種
】

　

現
在
、
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
差
し
控

え
て
い
ま
す
が
、
希
望
者
に
は
予
診
票
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
等
▼
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方（
中
学
１
年

生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
女
子
）※

今
回
は
、
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平

成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方（
中
学

１
年
生
の
女
子
）へ
案
内
文
を
郵
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
対
象
者
で
接
種
を

希
望
す
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
④
日
本
脳
炎
予
防
接
種
】

　

平
成
21
年
度
ま
で
の
接
種
差
し
控
え
の
期

間
に
接
種
す
る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
方

を
対
象
に
、
特
例
措
置
と
し
て
20
歳
未
満
ま

で
接
種
期
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

特
例
措
置
の
対
象
▼
平
成
７
年
４
月
２
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方 

※
今

回
は
、
平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
第
２
期
の
接
種
が

済
ん
で
い
な
い
方
へ
案
内
文
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

【
①
～
④
共
通
】

費
用
▼
無
料

【

】

　

転
入
等
で
予
診
票
が
な
い
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファックス　 …ホームページ　 …メール

健
康･

医
療

乳
が
ん･

子
宮
頸
が
ん
施
設
検
診
の

お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
乳
が
ん･

子
宮
頸
が
ん
検
診
を

指
定
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
、
施
設
検
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期
日
▼
５
月
16
日（
水
） 

時
間
▼
午
後
２
時
～
３
時
30
分（
午
後
１
時

30
分
受
け
付
け
開
始
）

場
所
▼
村
立
東
海
病
院

定
員
▼
50
人（
当
日
受
け
付
け
20
人
を
含
む
）

講
師
▼
松
井
猛
彦
さ
ん（
村
立
東
海
病
院
小

児
科
医
師
）、
株
本
紀
子
さ
ん（
村
立
東
海

病
院
薬
剤
師
）

受
講
料
▼
無
料

・

５
月
14
日（
月
）ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル（
受
講
者
全
員
の
▽
住
所
▽
氏
名

▽
電
話
番
号
―
―
を
明
記
）で
、
村
立
東
海

病
院（
☎
282
局
２
１
８
８ 

tokai-vill@
tokai-hp.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
５
回
健
康
公
開
講
座

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

日
時
▼
５
月
９
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～

（
午
前
９
時
受
け
付
け
開
始
）※
雨
天
時
は

中
止
と
な
り
ま
す
。

集
合
場
所
▼
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（「
い

ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」真
崎 
い
ち
ょ
う

と
は
な
み
ず
き
の
並
木
通
り
コ
ー
ス
）

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
お
持
ち
の

上
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
車
で
お
越
し
の
際
は
、
乗
り
合
わ

せ
等
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

脳
卒
中
週
間（
５
月
25
日
～
31
日
）に
合

わ
せ
て
、
脳
卒
中
予
防
の
市
民
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
５
月
30
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

（
正
午
受
け
付
け
開
始
）

場
所
▼
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館

（
〒
３
１
２
︲
０
０
５
６ 

ひ
た
ち
な
か
市

青
葉
町
１
︲
１
）

内
容
▼
▽
理
学
療
法
士
に
よ
る
認
知
症
予

防
体
操 

▽
岡
部
慎
一
さ
ん（
聖
麗
メ
モ

リ
ア
ル
病
院
医
師
）に
よ
る
脳
卒
中
講
座 

▽
寸
劇

参
加
費
▼
無
料

午
後
１
時
～
５
時
に
、
聖
麗
メ
モ
リ
ア
ル

病
院（
☎
０
２
９
４
︲
５
２
︲
８
５
０
０
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

脳
卒
中
予
防
の
市
民
公
開
講
座

　

看
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
が
な
か
な
か
希

望
の
場
所
が
な
い
、
看
護
職
を
採
用
し
た
い

が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
な
ど
、
困
り
事
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
専

任
就
業
相
談
員
が
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
成
30
年
度
開
催
日
▼
毎
月
第
３
木
曜
日

（
平
成
31
年
３
月
の
み
第
２
木
曜
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
正
午

対
象
▼
看
護
職
の
求
職
者
、
看
護
職
へ
の
進

学
を
希
望
す
る
方

内
容
▼
看
護
職
の
就
業
相
談
、
看
護
学
校
等

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
に
お
け
る

「
看
護
の
仕
事
」相
談
会

福 

祉

５
月
の
日
程
等
▼

東
海
村
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
会
に
よ
る「
い
き
い
き
体
操
教
室
」

　
介
護
予
防
の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
を
実
施
し
ま
す
。

場　所 期　日

総合福祉センター「絆」 ７日･14日･21日･
28日（全て月曜日）

石神コミュニティセンター １日･８日･15日･22日
･29日（全て火曜日）舟石川コミュニティセンター

白方コミュニティセンター 11日･18日･25日
（全て金曜日）

真崎コミュニティセンター 11日･25日
（全て金曜日）

中丸コミュニティセンター 10日（木）
村松コミュニティセンター 25日（金）

那
珂
医
師
会
に
よ
る

認
知
症
予
防
教
室「
ゾ
テ
リ
ア
東
海
」

　

認
知
症
に
関
す
る
講
話
や
参
加
者
同
士
の

交
流
、
学
習
会
、
共
食
等
を
行
い
ま
す
。

期
日
▼
５
月
10
日･

17
日･

31
日（
全
て
木

曜
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
、
村

立
東
海
病
院
の
看
護
師
の
活
動
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト「
看
護

の
日
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
５
月
12
日（
土
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
正
午（
予
定
）

場
所
▼
村
立
東
海
病
院

内
容
▼
▽
未
来
の
お
医
者
さ
ん
体
験（
腹
腔

鏡
、
内
視
鏡
、
顕
微
鏡
体
験
）▽
ナ
ー
ス

服
記
念
撮
影（
子
供
用
あ
り
、
写
真
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
）▽
ポ
ス
タ
ー
展
示 

▽
そ
の
他

（
薬
や
栄
養
に
つ
い
て
の
相
談
、
速
乾
性

手
指
消
毒
体
験
、
射
的
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
）

そ
の
他
▼
来
場
者
に
は
記
念
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル（
汗
拭
き
用
）、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
な
い
方
は
バ
ス
タ
オ
ル
）を

お
持
ち
の
上
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
※
な
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

村
立
東
海
病
院（
☎
282
局
２
１
８
８
）

へ
の
進
学
相
談

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
履
歴
書
は
不
要
で
す
。

公
益
社
団
法
人
茨
城
県
看
護
協
会 

茨
城

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー(

☎
221
局
７
０
２
１)

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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認
知
症
カ
フ
ェ
に
来
ま
せ
ん
か
？

「
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ 

Ｂ
ｉ
ｒ
ｄ（
ビ
レ
ッ
ジ 

バ
ー
ド
）」

　

お
茶
を
囲
み
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
、

認
知
症
や
介
護
の
話
を
し
ま
せ
ん
か
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日
▼
５
月
16
日（
水
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
メ
ジ
ロ
苑（
白
方

１
３
０
６
︲
１
）

参
加
費
▼
１
０
０
円
／
回（
お
茶
菓
子
代
等
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
メ
ジ
ロ
苑（
☎
306
局

０
０
３
３
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
団
体
の
活
動
紹

介
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
模
擬
店
等
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。当
日
は
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」は
臨
時
休
館（
児

童
セ
ン
タ
ー
以
外
）と
な
り
、
入
浴
施
設
や

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
使
用
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
６
月
２
日（
土
）※
荒
天
時
は
翌
日
に

順
延

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

そ
の
他
▼
当
日
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
絆
」と
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
往
復

す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳

細
は
、
後
日
全
戸
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
283
局
４
５
３
８
）

第
19
回｢

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り｣

開
催

と
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」の
臨
時
休
館

　

手
話
に
興
味･

関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

手
話
で
日
常
会
話
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
す
る
講
座
で
す
。
２
年
間
、
聴
覚
障

が
い
者
と
手
話
通
訳
者
の
講
師
が
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
参

加
で
き
ま
す
。

期
日
▼
６
月
13
日(

水)

か
ら（
全
29
回
）

時
間
▼
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

定
員
▼
30
人
程
度

受
講
料
▼
３
２
４
０
円
／
人（
テ
キ
ス
ト
代
）

そ
の
他
▼
２
年
目
か
ら
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

・

５
月
25
日(

金)

ま
で
に
、
社
会
福

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

子
育
て

　

親
子
で
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
わ

ん
わ
ん
ひ
ろ
ば
開
放
時
間
内
に
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
５
月
17
日（
木
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園

講
師
▼
久
保
花
音
さ
ん（
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費
▼
無
料

対
象
▼
村
内
在
住
の
６
か
月
～
就
学
前
の
子

と
そ
の
保
護
者

そ
の
他
▼
▽
飲
み
物
を
お
持
ち
の
上
、
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▽
駐

車
場
は
、
と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
側
の
砂
利
の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園（
☎
282
局

３
７
０
０
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

「
親
子
で
Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ
ダ
ン
ス
」で

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か

　
多
生
児
な
ら
で
は
の
子
育
て
方
法
や
情
報

交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。年
間
を
通
し
て
、

　

お
も
ち
ゃ
の
修
理
、
小
学
生
と
一
緒
に
理

科
の
実
験
や
工
作
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
で
し
た
ら
、
経
験
等
は
問
い
ま
せ
ん
。

活
動
日
時
▼
第
２･

４
火
曜
日（
午
前
10
時
～

11
時
修
理
受
け
付
け
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

・

金
子
記
一
さ
ん（
☎
282
局
１
５
２
９
）

「
こ
ど
も
読
書
週
間
」

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

　

４
月
23
日（
月)

～
５
月
12
日（
土
）は
こ

ど
も
読
書
週
間
で
す
。
期
間
中
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

【
こ
ど
も
図
書
館
ま
つ
り
】

期
日
▼
５
月
５
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

内
容
▼
お
話
し
会
、
映
画
上
映
会
、
工
作
会
等

【
ぴ
よ
ぴ
よ
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
】

期
日
▼
５
月
３
日（
木
）

時
間
▼
午
前
11
時
～
11
時
30
分

内
容
▼
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
お
話
し
会

【
共
通
】

場
所
▼
村
立
図
書
館

そ
の
他
▼
期
間
中
、
こ
ど
も
読
書
週
間
オ
リ

ジ
ナ
ル
し
お
り
配
布
や
、
お
す
す
め
の
本

の
展
示
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

村
立
図
書
館（
☎
282
局
３
４
３
５
）※
事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

祉
協
議
会
地
域
福
祉
推
進
係（
☎
283
局

４
５
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費
▼
４
０
０
円
／
回（
教
材
費
）

そ
の
他
▼
昼
食
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

期
日
▼
５
月
11
日
、
７
月
13
日
、
９
月
14
日
、

11
月
９
日
、
平
成
31
年
１
月
11
日
、
３
月

８
日（
全
て
金
曜
日
、
全
６
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園

対
象
▼
村
内
在
住
で
、
多
生
児
を
持
つ
保
護

者
と
そ
の
子（
保
護
者
の
み
、
妊
婦
の
参

加
も
可
）

会
費
▼
無
料

・

と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
７
３
９
０
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファックス　 …ホームページ　 …メール

多
生
児
交
流
会

「
サ
ー
ク
ル
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

募 集

「
お
も
ち
ゃ
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
う
か
い
」

会
員
募
集
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●５月の健康相談●
場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

25日（金）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～ 14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時をご連
絡ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 9日（水）
13:00 ～ 13:45

平成29年12月
生まれの子

１歳６か月児 10日（木）
13:00 ～ 13:45

平成28年10月
生まれの子

３歳児 16日（水）
13:00 ～ 13:45

平成27年3月
生まれの子

２歳半歯科 17日（木）
13:00 ～ 13:45

平成27年10月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 ８日（火）
13:00 ～ 13:20

平成30年２月
生まれの子

歯ッピーバー
スデー教室

29日（火）
９:00 ～９:30

平成29年６月生ま
れの子（事前予約）

期
日
▼
５
月
12
日（
土
）

時
間
▼
午
前
６
時
出
発（
午
前
５
時
50
分
ふ

れ
あ
い
の
森
公
園
駐
車
場
集
合
）

場
所
▼
山
北
町（
神
奈
川
県
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）ま
た
は
Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ

会
員
で
18
歳
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
25
人

内
容
▼
関
東
の
富
士
見
百
景
に
選
ば
れ
る
大

野
山
の
山
頂
を
目
指
す「
大
野
山
ハ
イ
キ

Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

「
大
野
山
」「
西
丹
沢
西
沢（
滝
め
ぐ
り
）」

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 村民相談室（内線1275）

●行政相談
日　　時 14日（月） 午前10時～正午

相談種別 行政相談員による相談※
（事前予約）

※暮らしの中の困りごとについて、行政相談員が無
料で相談に応じます。事前予約は、月曜日から金
曜日まで（祝日を除く）の午前９時～午後４時に、
申し込みください。

●女性生活相談（☎287-0863）
期　　日 毎週月･水･金曜日（祝日を除く）
時　　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●消費生活相談（☎287-0858）
期　　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●５月の行政相談等●

問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）
●弁護士による相談（事前予約）
日　　時 11日（金） 午前10時～正午
場　　所 東海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」内）
●行政書士による相談（事前予約）
日　　時 18日（金） 午後１時～３時
場　　所 東海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」内）
●暮らしサポート相談所（事前予約不要）
日　　時 15日（火） 午後２時～４時
場　　所 イオン東海店（１階･フードコート付近）

●５月の専門相談･生活相談等●

※生活上の心配ごとや困りごとなど福祉につい
ての相談は、月曜日から金曜日まで（祝日を除
く）の午前８時30分～午後５時15分に、面談

（要予約）または電話で受け付けます。

問合せ 茨城ＮＰＯセンター ･コモンズ（☎291-8990）
●ひきこもり相談所（事前予約不要）
日　　時 24日（木） 午後１時半～３時半
場　　所 東海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」内）

ン
グ
コ
ー
ス
」（
所
要
時
間
約
４
時
間
30

分
）と
、
西
沢
渓
谷
の
２
つ
の
滝
を
巡
る

「
西
丹
沢
西
沢
滝
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」（
所
要

時
間
約
３
時
間
30
分
）の
２
つ
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
費
▼
▽
一
般
…
１
万
１
５
０
０
円
／
人 

▽
会
員
…
８
５
０
０
円
／
人 

▽
会
員
同
居

家
族
…
１
万
円
／
人

４
月
28
日（
土
）か
ら
５
月
８
日（
火
）ま

で（
５
月
１
日（
火
）･

７
日（
月
）を
除
く
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
参
加
費

を
添
え
て
、
総
合
体
育
館
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
事
務
局（
総

合
体
育
館
内 

☎
283
局
１
０
０
１
）

文
化
保
存･
自
然
保
護
活
動
へ
の

補
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

村
で
は
、
▽
文
化
保
存
事
業
▽
文
化
継
承

事
業（
青
少
年
対
象
）▽
自
然
保
護
に
関
す
る

調
査
お
よ
び
学
習
事
業
―
―
を
行
う
団
体
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す（
１
団
体
当
た
り
原

則
と
し
て
10
万
円
を
上
限
）。

対
象
▼
村
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
、
▽
社

会
教
育
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る

▽
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
▽
規

則
ま
た
は
会
則
を
制
定
し
て
自
主
的
に

運
営
し
て
い
る
▽
構
成
員
が
５
人
以
上

（
過
半
数
が
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
）▽

青
少
年
を
対
象
と
し
て
活
動
す
る
団
体

に
つ
い
て
は
、
指
導
者
等
を
除
く
構
成
員

が
全
て
小･

中
学
生
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る
―
―
を
満
た
す
団
体(

営
利
団
体
は

除
く
）

補
助
金
額
▼
補
助
対
象
事
業
に
要
し
た
額
の

う
ち
、
村
が
決
め
た
額

・

土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
５
月
31

日（
木
）ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
生
涯
学
習
課
文
化
財･

芸
術

文
化
担
当（
内
線
１
４
２
２
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

｢

弓
道
の
部
」

　

生
涯
を
通
し
て
楽

し
め
る
日
本
伝
統
の

ス
ポ
ー
ツ｢

弓
道
」を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
別
に
よ
る
指
導
を

行
い
ま
す
の
で
、
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
５
月
26
日（
土
）･

27
日（
日
）、
６
月

２
日（
土
）･

３
日（
日
）･

16
日（
土
）･

17
日

（
日
）･

23
日（
土
）･

24
日（
日
）･

30
日（
土
）、

７
月
１
日（
日
）（
全
10
回
）

時
間
▼
午
後
４
時
15
分
～
６
時
15
分

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）･

在
学
で
中
学
生
以
上
の
方

定
員
▼
▽
一
般
…
先
着
15
人 

▽
中
学
生
…

先
着
15
人（
最
少
催
行
人
数･

合
計
15
人
）

講
師
▼
東
海
村
弓
道
連
盟
員

参
加
費
▼
２
０
０
０
円
／
人

・

４
月
28
日（
土
）
か
ら
５
月
20
日

（
日
）ま
で（
５
月
１
日（
火
）･

７
日（
月
）

･

14
日（
月
）を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
総
合

体
育
館（
☎
283
局
０
６
７
３
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、南台、緑ケ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、
亀下、フローレスタ須和間 （毎週） 月･木曜日

舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火･金曜日

５月の資源物･ごみ収集日割表 【問い合わせ】清掃センター（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） １日・15日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 ３日・17日

緑ケ丘、南台、豊岡、亀下 ４日・18日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ７日・21日
白方、岡、原子力機構（百塚） ８日・22日
舟石川１、船場 10日・24日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 11日・25日

舟石川２、舟石川中丸 14日・28日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

１日・８日
15日・22日

船場、照沼 １日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･箕
輪）、須和間、フローレスタ
須和間

２日・９日
16日・23日

緑ケ丘 ２日・16日
白方 ９日・23日

舟石川１、原子力機構（百塚） ３日・10日
17日・24日

宿、押延、岡 ３日・17日

外宿１ 10日・24日

内宿１、亀下 ４日・11日
18日・25日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ４日・18日
竹瓦 11日・25日

舟石川２ ７日・14日
21日・28日

南台、川根 ７日・21日
豊白 14日・28日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。

資 源 物

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

　「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８ 

ｗ

ｉ
ｔ
ｈ 

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」は
、
村
民
全

体
が
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

実
行
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
一
緒

に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
７
月
21
日（
土
）

そ
の
他

「
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
」を

見
つ
け
た
ら
…

　
ケ
シ
の
仲
間（
ケ
シ
属

植
物
）に
は
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
種
類
が

あ
り
ま
す
。
こ
の「
植
え

て
は
い
け
な
い
ケ
シ
」を
、

知
ら
ず
に
観
賞
用
に
栽
培

し
て
い
た
り
す
る
例
が
、
村
内
で
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
～
６
月
は
ケ
シ
の
開
花
時
期
で
す
。

疑
い
の
あ
る
植
物
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

ひ
た
ち
な
か
保
健
所
ま
た
は
、
村
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所

有
す
る
土
地
で
自
生
し
た
場
合
は
、
な
る

べ
く
早
く
抜
い
て
可
燃
ご
み
と
し
て
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
た
ち
な
か
保
健
所（
☎
265
局

５
６
４
５
）、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

２
７
９
７
）

事
業
内
容
▼
▽
消
費
生
活
全
般
に
わ
た
る
業

務
、
相
談･

苦
情
の
受
付･

処
理 

▽
相
談

情
報
の
デ
ー
タ
入
力
等

募
集
人
員
▼
１
人

雇
用
要
件
▼
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･

エ
ク
セ

ル
）の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
方
で
、

▽
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、
消
費
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
▽
消
費

生
活
相
談
員
と
し
て
の
実
務
経
験
が
あ
る

―
―
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

募 集

消
費
生
活
相
談
員

（
非
常
勤
職
員
）募
集

時
間
▼
午
後
３
時
～
８
時
30
分

内
容
▼
①
実
行
委
員
…
毎
月
１
回
程
度（
主

に
月
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
～
）開
催
さ

れ
る
委
員
会
へ
の
出
席
、
当
日
の
ス
タ
ッ

フ
業
務 

②
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
当
日

の
ス
タ
ッ
フ
業
務（
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ

の
運
営
、
キ
ャ
ン
ド
ル
並
べ
等
） 

※
小
学

生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

・

任
意
の
様
式
に
▽「
と
う
か
い
環
境

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８ 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
申
し
込
み
」▽
住

所
▽
氏
名
▽
年
齢
▽
電
話
番
号
▽
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
▽
希
望
す
る
ス
タ
ッ
フ
業

務（
①
ま
た
は
②
）―
―
を
明
記
の
上
、
①

は
５
月
11
日（
金
）ま
で
に
、
②
は
６
月

15
日（
金
）ま
で
に
、
持
参･

フ
ァ
ッ
ク
ス

･

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
と
う
か
い
環

境
村
民
会
議
事
務
局（
役
場
行
政
棟
４
階 

環
境
政
策
課
内 

内
線
１
４
５
４ 

287
局

０
４
７
９ 

kankyou@
vill.tokai.

ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

雇
用
期
間
▼
６
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31

日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
、
水
～
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

報
酬
▼
月
額
14
万
５
０
０
０
円

選
考
方
法
▼
書
類
選
考
の
ほ
か
、
５
月
16
日

（
水
）に
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
▼
▽
通
勤
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
▽

社
会
保
険
と
雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

・

５
月
11
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を
持
参
の

上
、
福
祉
総
務
課
村
民
相
談
室（
役
場
行

政
棟
２
階 

内
線
１
２
７
６
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

笠
間
市
●
第
37
回
笠
間
の
陶
炎
祭

（
ひ
ま
つ
り
）

　
約
２
０
０
人
の
窯
元
や
陶
芸
家
た
ち
が
一

堂
に
集
ま
り
、
作
品
を
直
接
販
売
す
る
一
大

陶
器
市
で
す
。土
面
コ
ン
ク
ー
ル
や
コ
ン
サ
ー

ト
等
も
開
催
し
ま
す
。

期
間
▼
４
月
29
日（
日･

祝
）か
ら
５
月
５
日

（
土･

祝
）ま
で

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
笠
間
芸
術
の
森
公
園（
笠
間
市
笠
間

２
３
４
５
）

笠
間
焼
共
同
組
合（
☎
０
２
９
６
︲
７
３

︲
０
０
５
８
）※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８ 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
」実
行
委
員･

当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
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　平成30年７月から平成31年３月までの期間、石
神･村松コミュニティセンターの内装改修工事を予
定しています。工事期間中は、一部の部屋およびス
ペースの利用を休止します。詳しい工事期間と工事
箇所（部屋等）については、村公式ホームページやコ
ミュニティセンターへの掲示などにより随時お知ら
せします。
　使用者の皆さんにはご不便をお掛けし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ▼地域づくり推進課地域づく
り推進担当（☎282-1711 内線1463） 

平成30年度 石神･村松コミュニティセンター内装改修工事

【使用予約について】
　通常、コミュニティセンターの使用予約については、
使用予定日の２か月前から受け付けていますが、工事の
詳細が決定するまで、石神･村松コミュニティセンター
について、７月以降（５月１日から受け付け開始分）の使
用予約受け付けを一時停止させていただきます。

【基幹避難所について】
　石神･村松コミュニティセンターは、災害時の基幹避
難所に指定していますが、本工事期間中に災害が発生し
た場合は、石神地区は石神小学校を、また、村松地区は
照沼小学校を避難所にする予定です。

　

東
海
村
の
地
層
の
歴
史
は
、
約
１
１
０
０
万
年

前
に
始
ま
り
ま
す
。
化
石
や
地
層
の
研
究
に
基
づ

い
た
現
在
ま
で
の
各
地
層
の
堆
積
環
境
を
示
す
と
、

下
位
よ
り
、
深
海
→
深
海
→
浅
海
→
陸
地（
河
川･

沼･

湿
地
）→
陸
地（
沼･

湿
地
）→
陸
地
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
に
、
海
底
に
堆
積 

し
て
で
き
た「
海
成
層
」

の
認
定
は
、
化
石
や
地
層
の
解
析
か
ら
容
易
で
す
。

対
し
て
、
陸
地
に
堆
積
し
て
で
き
た「
陸
成
層
」は
地

層
の
判
定
が
困
難
で
、
特
に
沼
底
に
堆
積
し
た
地

層
の
場
合
、
大
型
化
石
の
存
在
が
な
け
れ
ば
珪
藻

の
解
析
や
化
学
的
な
解
析
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
村
内
に
お
い
て
沼
底
で
堆
積
し
た

と
判
断
さ
れ
る
貴
重
な
地
層
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
露
頭（
崖
）は
中
丸
崎
に
あ
る
、
今
か
ら
12
～

13
万
年
前
の
新
生
代
第
四
紀
更
新
世
に
堆
積
し
た

地
層
で
す
。
地
層
年
代
で
話

題
の「
チ
バ
ニ
ア
ン
」の
上
部
に

対
比
さ
れ
る
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

露
頭
で
は
、
下
位
か
ら
礫れ

き

層
、
粘
土
層
、
細
粒
砂
層
、

粘
土
層
、
完
新
世
層
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
沼
底
で
堆
積
し

た
と
判
断
さ
れ
る
地
層
は
粘

土
層
で
す
。
そ
の
特
徴
や
証

拠
と
し
て
、
緻
密
で
葉
理（
地
層
に
見
ら
れ
る
し
ま

模
様
の
一
種
）が
無
く
、
塊
状
で
砂
の
粒
子
を
含
ま

ず
、
色
は
青
暗
灰
色（
風
化
す
る
と
明
黄
灰
色
）を

示
し
、
ま
た
沼
地
に
生
育
す
る
ヒ
シ
の
実
の
化
石
を

含
み
、
元
素
分
析
で
は
海
成
層
に
特
有
な
イ
オ
ウ

元
素
が
認
め
ら
れ
な
い
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

粘
土
層
が
堆
積
し
た
時
代
の
東
海
村
で
は
、
現

在
の
台
地
の
上
を
太
古
の
久
慈
川
が
氾
濫
と
蛇
行

を
繰
り
返
し
な
が
ら
流
れ
、
水
路（
流
路
）も
複
数

形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

粘
土
層
の
下
位
に
見
ら
れ
る
礫
層
は
、
太
古
の

久
慈
川
の
川
原
の
礫
で
す
。
水
路
の
一
つ
で
流
れ
が

変
わ
り
、
水
路
が
閉
鎖
さ
れ
て
放
棄
水
路
と
な
り
、

そ
の
後
に
川
原
の
礫
層
を
基
盤
と
し
た
沼
が
誕
生

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

粘
土
層
は
、
水
の
動
き
の
無
い
静
か
な
沼

に
降
っ
た
火
山
灰
が
、
沼
底
に
堆
積
し
た
も

の
で
す
。
そ
の
沼
に
水
生
植
物
の
ヒ
シ
が
繁

茂
し
、
成
熟
し
た
ヒ
シ
の
実
が
沼
底
に
落
下

し
て
埋
も
れ
、
化
石
と
な
り
ま
し
た
。

　

粘
土
層
の
上
位
に
発
達
す
る
細
粒
砂
層
は
、

突
発
的
な
現
象
で
海
域
か
ら
沼
に
運
ば
れ
堆

積
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
に
掲
げ
た
露
頭
を
現
在
観
察

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 菊

池
　
芳
文

東
海
村
自
然
調
査
会
調
査
員

ふ
る
さ
と
歴
訪

～
自
然
を
探
し
て
～

太
古
の
沼
の
記
録

沼の記録を残す露頭（赤線部）


